
ライフコースにおける社会的コンボイに関する展望
The view about the social convoy in life course 

藤原善美

1. ライフコース理論

1-1 ライフコースとは

Elder(1985)は、ライフコースとは年齢によって区別された生涯を通じての

いくつかのトラジェクトリ(軌跡、 trajectory)であり、人生上の出来事

(events)についての時機 (timing)、持続時間 (duration)、配置 (spacing)

および順序 (order)にみられる社会的パターンであると定義した。

また、ライフコースについて多角的な視点から理解するために、ライフコー

スに関する他の説明を紹介する。 Giele& Elder(1998)は、ライフコースとは

個人が時間の経過の中で演じる社会的に定義された出来事や役割の配列

(sequence)の乙とであるとした。そして、 Clausen(1998)は、ライフコース

とは個人が無力状態の有機体 (helplessorganism)から自律した個人

(autonomous person)へと変容していく発達の過程であるとした。

ライフコースと相互互換的に使用される概念として、ライフサイクル(生活

周期、 lifecycle)、ライフスパン(生涯、 lifespan)、ライフヒストリー(生

活史、 lifehistory)がある (Cairns，Elder， & Costello， 1996)。これらの概

念とライフコースとは年齢と時間的変化という点で共通する(本田、 2001)

が、人生の捉え方には相違がある。

ライフコースという概念の内容について明確にする為に主な類似概念である

ライフサイクルとの相違点について説明する。

ライフサイクルは、生活周期(生活環)ともいい、生物である個体の出生、

成長、死亡という時間経過による規則的変化の過程のことである。ライフサイ
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クルの概念と比べて、ライフコースの概念はあらかじめ決まった配列で必ずし

も進行せず、時間の経過において個人が実際に経験したことの総体をなす多く

のさまざまな出来事や役割を考慮する点で異なっている (Elder.1975)。現代

では人の一生における変化の規則性が柔軟化している為、ライフサイクルとい

う概念だけでは把握できない現象が生じており、ライフコースという概念を用

いることによって多様な人生パターンの説明が可能になるだろう。

また、ライフコースの概念はその個人の外部で発生する歴史事件や社会的相

互作用を記号化することを可能にする (Giele& Elder. 1998)。森岡 (1996)

は、ライフコースと比較するとライフサイクルの研究は個人や家族の内面の変

化に注目しているが、外部での変化の影響を無視する傾向があるとした(本田、

2001)。

Elder(1994; 1997)は、ライフコースを規定する4つの要因として、歴史

的・地理的な位置 (historicaland geographical location)、他者との関係

(social ties to others)、個人の統制(personalcontrol)、タイミングの変異

(variations in timing)を挙げた。またGiele(1995)は、文化的背景(ultural

background)、社会的所属(socialmembership)、個人的目標志向性(individ-

ual goal orientation)、戦略的適応(strategicadaptation)の4つの要素を挙げ

た。

この2つのライフコースの規定要因についての枠組みを統合して、ライフコ

ース・パラダイムの4つの基本的要素が提唱された (Giele& Elder. 1998)。

以下のライフコース理論の4つの原則は、ライフコースの規定要因を考える上

で不可欠なものである。なお、 4つの原則はElder(1994;1997)に拠り、() 

内はこれらの原則を「要素」として置き換えたGiele& Elder(1998)に拠るも

のである。

①時間と場所の位置(1ocationin time and place) J (文化的背景 (cul-

tural background)) 

②「人生におけるタイミング (timingof lives) J (戦略的適応 (strategic
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adaption) ) 

③ 「リンクされた人生 (linkedlives) J (社会的統合 (socialintegration)) 

④ 「人間のエージェンシー (hurnanagencY)J (個人的目標志向性 (indi

vidual goal orientation)) 

①は社会文化的環境によって決定され、ライフコースの規定要因を考える

上でもっとも重要であるとされており、他の3つの原則は個人差を説明するた

めに有用だとされている。また、 Figure1-1に表したように、①、③、④は

②のタイミングを通してライフコースのトラジェクトリ(軌跡)の差異とし

て現れる。

歴史と文化

時間と場原初位置

u.ocation in Thne田ldPIa血)

個人の発達

年齢k時代コーホートの交差

人生におけるタイミング

佃凶ng)

リンクされた人生

(LinkedLi官盟)

Figurel-l ライフコース・パラダイムの4ての基本酎痩素(Giele& Elder. 1関目)
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ライフコースの4つの原則の各々は次のようにまとめられている (Elder，

1997; Giele & Elder， 1998)。

①「時間と場所の位置(文化的背景)Jとは、個々人のライフコースは社

会・文化的背景によって形成されるということである。すなわち、ライフコー

スを形成する個人の行動は時代と社会文化的環境・文脈によって決定される。

②「人生におけるタイミング(戦略的適応)J とは、人生移行(1ifetransi-

tion)やライフイベント(1ifeevent)による発達への影響は、これらが人生

においてどの時期に起こるかによって異なるということを示す。つまり同じ出

来事が発達や年齢の違いによってそれぞれ別の意味を持つことが多い。そして、

ある時期において役割を上手に遂行できるかどうかは、知力、体力等の個人的

資源や属する社会階層、経済的地位等の社会的資源と歴史的状況によって規定

される。

③「リンクされた人生(社会的統合)Jとは、ライフコースは様々な次元が

相互作用して形成されているということを示す。すなわち、文化的、制度的、

社会的、心理的等の社会的行為のすべての次元は同じような経験を共有した他

者との接触の結果として相互作用し、さまざまな期待、規範、社会制度の統合

や内在化の程度によって、ライフコースは影響される。したがって重要な他者

(significant others)や個人を取り囲む人々のことをさすコンボイ (convoy)

との相互作用がライフコースに影響を及ぼすと想定される。家族背景、職業、

教育等の領域で異なる経験をすれば、ライフコースも異なってくるだろう。

ライフコース理論の4つの原則のうち④「人間のエージェンシー(個人的目

標志向性)Jは、個人が不可避な社会的・文化的環境の中で自らの選択でライ

フコースを規定しうるということである。すなわち、人間はいかなる状況にお

いても自らの選択や行為によって、ライフコースを適応的に構築することがで

きる。

4つの原則各々の例をわかりやすく挙げてみると次のようになる。

「時間と場所の位置(文化的背景)J については、現代の日本人のライフコー
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スを考える上で重要な社会背景のひとつである戦争体験の例を挙げてみると、

青年を取り囲む状況は戦後すぐと現在で異なり、また同じ戦後の時代でも日米

の青年のライフコースは異なる。このような社会・文化的な要因は従来の生涯

発達心理学においては十分に考慮されなかった側面である。

「人生におけるタイミング(戦略的適応)Jについては、例えば、戦後に成人

だ、ったか、子どもだ‘ったかで全く異なる経験をすることが挙げられる。また、

どの時期に人生移行するかについては、受動的なだけでなく能動的に選択する

ことができるため戦略的適応が可能になる。例えば、経済的苦境に直面した家

族出身の少年少女は就職や結婚の時期を早めることによって経済的基盤を確立

させる傾向があるかもしれない。

「リンクされた人生(社会的統合)J については、例えば、家族がどのような

価値観をもっているかが、子どものライフコースに影響を及ぼすと考えられる。

また、子どもの学校のために親が転勤を断ったり、夫の職業への専念をサポー

トするために妻が自らのキャリアを断念したりというような場合も例として挙

げられるだろう。

「人間のエージェンシー(個人的目標志向性)J については、例えば不況下で

経済的に困窮した家庭に育った子どもでも、アルバイト等をして家計を支えた

り、奨学金を得て学校を卒業する等、自らの意思や行為によって環境に適応し

たライフコースを形成した者もいるだろう。ライフコースへの歴史や社会から

の大きな影響を避けることは難しいが、その一方で個人が安定や苦痛回避のた

めに積極的に意思決定を行い、自らの生活の組織化を行って、新しいライフコ

ースを創造することが可能なのである。

またClausen(1993)は、エージェンシーが成人以降のライフコースに安定と

成功を導いたということを示したデータに基づいて、将来設計コンビテンス

(planful competence) という概念を提唱した。将来設計コンビテンスとは将

来への戦略的な選択をする能力で、自信、知的投資、頼りがいのような特性に

よって表せる。高い将来設計コンビテンスをもった人のその後の人生における
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満足感を検証したところ、高校卒業時に将来設計コンピテンスが高い群は低い

群に比べて、高い教育、離婚・再婚の低い経験確率、男性における順調な職業

的キャリア、解決困難な危機的出来事の低い経験確率、パーソナリテイ特性の

高い連続性が示された。さらには、将来設計コンビテンスは、知能指数や親の

社会的地位よりも大きな影響を及ぼしていたことが示された。

このようなことから、学生・生徒が達成や精神的健康に効果的なライフコー

ス展望を構築する際に、個人のエージェンシーが環境要因を凌駕して大きな影

響力をもっ要因となり得ることが示唆された。したがって、エージェンシーに

類似した概念ともいえる個人の「自律性Jが、ライフコースに及ぼす影響は大

きいと想定される。

1-2 ライフコースの類似概念と相違点

各々の用語についてその差異を簡単に説明すると次のようになる。ライフコ

ースは例えば「大学卒業→就職→結婚→子どもの誕生」等のように、実際に生

じた出来事や役割に基づいて人生を捉えようとする。一方で、ライフサイクル

は例えば「乳児期・幼児期・児童期・青年期・成人期・老人期j等のように発

達段階に区分して人生を捉えようとする。ライフスパンは生から死をひとつの

区分として人生を捉えようとする。生涯発達心理学におけるように、調査や限

定されたものの時間的範囲のことを言う (Cairns.Elder. & Costello. 1996)。

ライフヒストリーは生活・出来事などの年代史についての保存された記録や、

自己報告された物語等によって人生を捉えようとする。

それでは、ライフコースという概念の内容について明確にする為に主な類似

概念であるライフサイクルについて説明する。

ライフサイクルは、生活周期(生活環)ともいい、生物である個体の出生、

成長、死亡という時間経過による規則的変化の過程のことである。ライフサイ

クルの代表的な理論として、 Erikson(l950;1959; 1982)の心理・社会的発

達理論、 ]ung(1933)の理論に基づ、いたLevinson(1978)の「人生の四季Jと
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いう考え方がある。

Erikson(1982)が 80歳で刊行した『ライフサイクル、その完結 (Thelife 

cycle completed) ~において、各発達段階 (Table 1-1) のみならず、個人の

ライフサイクルを超越した世代聞のサイクルにも着目しており、ライフサイク

ルという用語が注目される契機となった。このようにライフサイクルの視点に

よって発達を捉えることは、人間の一生の規則的変化を理解する上で有用であ

る。

百ble1-1 ライフサイクノレ価也田n，1982/;村瀬'i!ii旗R、1989)

A B C D E F G H 

発達最階 心理・4曲枕段階と 心理・社会的 重要な関係の範 基本 中核的病理 関連する社 総合的 儀式主

様式 危撮 囲 的強 基本的な不 会秩序の原 儀式化 義

さ 協和傾向 理

I型児期 口唇珂吸器的、 基柏包信頼 母親的人物 希望 引きこもり 宇部切僻 ヌミノ 偶像崇

感覚一筋肉運車尚 対 」ス的 拝

。量り入れ劫) 基材杯信

E幼児期 紅門ー尿道的人 自衛生 親的人物 意志 強直 『法と秩 分君!肋 法律至

事瑚 筋肉的 対 序」 (裁判 上主義

使持担附的) 恥、疑惑 的}

E遊書棚 幼児性樹力、 自主性 基本家族 目的 申ιt 理想の原型 槙庫肘 道徳主

移蜘骨 対 義

侵入的、内倒骨) 罪悪感

W学童期 I潜伏期」 観樹生 民団轟I、学校 適格 不活発 技術商秩序 形式的 形式主

対 義

劣等感

V青年期 思春期 冊→生 仲間集団と外集 忠誠 役意阪否 イデオロギ イデオ トータ

対 団りーダーシッ →守世界観 ロギー リズム

同→生の混乱 プの諸モデル 的

羽前成人期 性器棚 親密 友情、性愛、競争、 愛 排他姓 協力と競争 提携的 エリー

対 協力の関係にお のパターン ト意織

孤立 けるパートす」

四球人期 仔孫を生み出す) 生樹生 白骨担する)労働 世話 拒否性 教育と伝統 世代継 権威至

対 /: の思潮 承的 上主義

停滞性 ~肯する)家庭

咽老年期 (感性的モードの 続合 「人類j 英知 侮蔑 英知 哲勃司 ドグマ

普遍{り 対 「私の種捗む ティズ

絶望 ム
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Levinson(1978)の人生の四季の基本となった]ung(1933)はライフサイクル

を心理学的に理解しようとした第一人者のひとりである。 ]ung(1933)は、人

生を太陽の運行として捉え、少年期、成人前期、中年期、老人期の4つの時期

に分けた。時期の移行には転機 (turningpoint)があり、特に中年への転換

期は人生の午前から午後へ移行する「人生の正午」であり、人生最大の危機で

あるとした。

このような]ung(1933)や、 Erikson(1950;1959; 1982)のライフサイクル

理論に基づいて、 Levinson(1978)はライフサイクルを誕生から死亡までの過

程と捉え、異なる社会・文化で共通するパターンがあるとした。また、ライフ

サイクルは時期によって質的に異なると捉え、春(児童期・青年期)、夏(成

人前期)、秋(中年期)、冬(老年期)という四季に分けて考えた (Figure1-2)。

これらの質的に異なる発達段階は、どんなことに時間やエネルギーを費やすか

等の生活の基本的パターンである生活構造(1ifestructure)の変化によって

生じる。生活構造は、階層・宗教・家族・職業等の「社会文化的環境j、意識

的・無意識的な「自己J、恋人、友人、親等の様々な役割による「外界への参

加Jという 3つの側面がある。

3 

0 

22 

17 

4 老年期

1 児童期と青年期

Figure 1-2アメ リカ人男性のライフサイクル(Le羽田on，1978) 
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また、 Levinson(1978)は人生の「夏」である成人前期から「秋」である中

年期への発達段階を示した (Figure1-3)。アメリカ人男性の場合40歳とろか

ら中年期への過渡期が生じ、「人生なかばの過渡期Jとした。実際にアメリカ

の35~40歳の男性40名に面接を実施したととろ、個人の所属や成功・失敗に

関わらず何らかの危機が認められた。

22 

17 
明酬と開

45 

40
1一家を構える時期
33 I 
ー三+昔話の過渡期
28 

65 

ω 
中年の最盛期

55 
五十歳の過渡期

関
中年に入る時期

人生半ば同歯渡期

成人前期

おとなの世界へ入ω る時期

成人への過渡期

(老年期)

老年への過渡期

• 中年期

Figure1・3 アメリカ人男性のライフサイクノレ(Le川田011，1978) 

このように]ung(1933)やLevinson(19 7 8)が中年以降に焦点をあてて人生を

捉えたことは、生まれてから青年期までを中心にしていた従来の発達心理学の

観点を、生涯に広げる契機となった。ライフサイクルは一生の身体・心理的変

化の規則性に焦点をあてており、生涯発達的観点から人間の発達を理解する際

に重要となる概念である。
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年齢: 0歳 10歳 20歳初歳 40歳印歳伺歳 70歳 80歳

社会的ト|職 一 一持て開
ラジェク (定位家齢 位却原族)

トリ レジャー 遊び・遊戯 剣鞍

教育f;I端組・小学校・中学校・高校・大学 自尊大浮)

俗種の望包

労働. お千伝い アルゾ乞fト蹴業(片 1含む)

経済・ 依存期 独立湖 援助期 独立・依存期

間ト|吋向一考鼎…嶋作
ラジェク依存性・ 発逝包 佐舗力 実存約

トリ 身体. 俺醐・充実期・伸長期・充実期・恩糊

Figure 1-4フイフコース、トフジエクトリの模試図体回、 2∞1)

Holmes & Rahe(1967)はライフイベントとストレスの関係を明らかにした

(Table 1-2)。ネガティヴなライフイベントだけではなく、ポジティヴなライ

フイベントも再適応が困難になる場合があることが示されている。生活変化単

位(LifeChange Unit: LCU) の合計得点が年間200~300点だった人の

50%が、 300点以上だった人の80%が翌年に健康問題を生じるという。

このようなライフイベントの経験による適応・不適応への過程は、 Hultsh

& Plemons(1979)によってモデル化された。ライフイベントには、結婚や就

職等の個人的イベントと、戦争や不況等の社会・文化的イベントがある。この

ようなライフイベントは、生物学的要因・心理学的要因・文脈的要因を媒介し

て、その脅威について評価され、対処方略の選択と実行がなされ、成功すれば

ホメオスタシス、失敗すれば対処方略の修正の成功によって適応、あるいは失

敗によって不適応になるとした。
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nble1包 祉会的再適応兵度 依岡alR皿母国国entRa也19Scale)(1:101皿掴&Rabe， 1967) 

順位 ライフイベント LCU得点

配偶者の死亡

2 勝昏

3 夫婦自l眉

4 JflJJi薪芳等への収容

5 近親者の死亡

6 本人の大きな怪我射宵気

7 結婚

8 失業

9 夫婦の布解

1∞ 

39 匠際する家族成員の数の大きな変化

刊

MMW
郎

関

閃

閃

C
M切
出
制

H
H

必

鈎

MmM押
拍

咽

幻

自

叩

お

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
u
A
m
m
m
m
m
m
m
η
m
m
m
m
u
u

10 il<I織・引退

11 家族成員の健康面・行動面での大きな変化

12 妊娠

13 性生活の困難

14 新しし濁司鈎或員のカ眠、

15 合併・組織答え等の大きな変化

16 家計状態の大きな変化

17 親友の死亡

18 転勤・配置車議

19 失調の口論回数の大きな変化

20 1万ドノvJ;U:の借金

21 借金やローンの抵当搬も

22 仕事上の責任(制的の大きな変化

23 子女の候鯵

24 義湿の親族とのトラプノレ

25 個人的な成功

26 妻の蔵澱また同島龍

27 本人の進学または卒業

28 生活条件の変化僚の曹商様、環境悪{ω

29 個人h摺慣の変更

30 職婦の上司とのトラブル

31 巌務時間や労働条件の大きな変化

32 転居

33 転絞

34 レクリエーションのタイプや量の大きな変化

35 宗教(験会)活動こおける大きな変化

36 佐会 (t主的活動こおける大きな変化

37 1万ドk以下の借金

38 醐E習慣の大き秘藍化

40 食事習慣の大きな変化

41 長期保鞍

42 クリスマス

43 信号無視等のちょっとした怯律違反

103 



さて、具体的にどのようなライフイベントが転機として経験されるのだろう

か。 Clausen(1995)は、パークレー縦断パネル研究の1920年代生まれのアメ

リカ人男女60名を対象とした面接調査における転機についての回答の結果に

基づいて、アメリカ人が経験する転機をもたらした出来事を分類した (Table

1-3)。その結果、職業と家庭の領域に転機が経験されやすいことが示された。

また男女差もみられ、男性の場合は上司・仕事の内容の変化のような職業のト

ラジェクトリ上の経験、女性の場合は結婚・出産後の再就職に代表される職業

と家庭のトラジェクトリが交差する経験が転機として認識されることが多い。

Table 1-3 ノ4ークレー縦断パネル専問対象者の転識をもたらした出来事 (αa田町1995)

男性 女性

N=32 N=28 

仕事上の出来事ないし状況 66 50 

結婚 56 57 

軍役 34 。
大学ないし教育経験 31 21 

子ども時代の出来事 22 11 

脅散骨 28 14 

子育て 28 35 

自身の病気や怪我 19 18 

家族成員の死 9 32 

心理的危雄 9 11 

居住地の病気 9 36 

配偶者の病気 。 11 
アイデンティティの探求 6 14 

子の独立 。 12 
その他 28 49 

%、複劉E答
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移行の分類については、 Minami(1987)がHopson& Adams(1976)と

Schlossberg(1981)に基づ、いて作成した (Table1-4)。いずれにしても移行前

後で大きな変化が生じるため、心理・社会的危機が内包されている。このよう

な危機的移行 (criticaltransition)は、人間 環境システムの急激な崩壊と

定義されている (Wapner，1983)。危機的移行においては、それまで安定し

ていた人間と環境の不均衡が生じ、人間と環境の新しい均衡を形成しなければ

いけない状況になる。

mble 1-4分額体系:異なった新子の型に対する事件の初速面(Mina皿i，1ω7)

事件の側面 移行の型:荷指酌カテゴリー

A 評価

1)個人の想定、目標、カ功ミ 軽少 制曽ね

わり合いiこついての重要性 防筒T、ちょっとしたけが、口論、天候の変伺 [移民離婚、配偶者の死戦争i

2)比較

a)干土鍋甘・個人的価値と 前歯9 否定的

標準 院進、結婚、卒姻 快業、身体障害、按剣

b)移行前の状態 イサカ耐力 喪失的

随盛梓航結婚、子どもの艶封 械産、厳緑、別居、身体障害]

B 事件の生起に関する邦締 予期可能 予期不能

と予期 [入魚 i厨怯結婚、子どもの誕封 [事故、病気、自然災害]

C 事件の開州こ対するコン 自発的 非自掛q

トロール 院進、移民鮒苛 邸獄、徴兵、入居主失剰

D 時間

1)事件の開始 漸次的 突発的

[憎甘成熟、老化、工業倒 博故、自然災害、家事、，ゆ量マヒ

2)事件の持続 一珊司 永脚色

闘す、小さな手術、一骨量休] 陶化、他岩の~樹白剤

E 時間持剖附尺度 ミクロ マクロ

[日常の移動、天候の変化、復書感環日 [移民革命、蹴倒

A凶[ ]は例を示す。山本・Wapner(1992)を参風
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個人の側全一

年齢

他の人口統計特切轍

偽位、飽カなど

状況の側企ー

役骨期待

機会

要求

資源など

Figure 1-5 コンボイの州生を規定する要因と及ぼす影響の仮説低ahn&An加田町1980)

2. コンボイ

2-1 コンボイにおける同心円

社会的コンボイとは、個人をとりまく家族や同僚 友人などの2人以上の人

の力学的な進行中の関係を示す。

Kahn & Antonucci(1980)は、コンボイを個人の円をとりまくいくつかの

同心円によって示した (Figure1-6)。中心の円 (P)は問題、焦点となる人

を、その周囲の3つの同心円がコンボイを示す。コンボイの調査の際には、こ

のような個人を取り巻く 3つの円でイメージされたコンボイの各領域に該当す

るメンバーを挙げさせるのだが、これをConvoyMapping Procedure(CMP) 

という。

第lの同心円は、配偶者や親友、特に親密な家族成員のように、個人にとっ

て最も親密で役割に関係ない固定的なコンボイの成員をさす。その周りの第2

の同心円は、家族や親威、職場や近所の親しい友人などのように、役割の変化

にある程度影響され、時間の経過とともに変化するコンボイの成員をさす。最
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も外側の第3の同心円は、上司、同僚、隣人などのように、役割の変化に大き

く影響される構成員をさす。特に、第lの同心円がそもそも存在するのかどう

かと、どれだけ多くの人が含まれるのかが幸福感やストレス対処能力の予測因

子になるとされる。

後創に依存しない

① 

}qgure 1-6 コンボイ唖匂hn&Ar由n田x:i，1980) 
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とのようなコンボイの構造は生涯を通じてどのように変化するのだろうか。

第lの同心円の人の喪失は死や絶交などの結果である可能性が高く、第2、第3

の同心円の変化は役割や居住地の変化を反映する傾向がある。 Figure1-7は同

一人物の異なる2時点でのコンボイを示した図である (Kahn& Antonucci， 

1980)。上の図は2児をもっ既婚女性の35歳の時のコンボイ、下の図は75歳の

時のコンボイを示している。この既婚女性の例の場合、全体的に見てコンボイ

の成員の数が老婦人になった時に減少しているととが分かる。そして、役割の

変化に依存せず固定的とされる第1の同心円でさえも、両親や配偶者の死亡に

より、娘や親しい友人へと構成員が変わっている。
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35歳既婚、 2児をもっ刻生

75歳、未亡人、成人したz人件下どもをもっ上凪と向ーの剣生

Figure 1-7 生涯発遣におけるコンポイの構成の劇協トある女性の生涯の異なる2時点でのコンボイ依8hn&An恒凹叫 19ω)
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2-2 社会的コンポイに関する研究

Moen & Hemandez(2009)はほとんどのライフコース研究において、経済

的な問題や、研究デザインの困難、継時的な変化の有無から、個人よりも集団

を調査する傾向があることを示している。しかし、ライフコースは個人間の相

互作用によって規定されることが想定されるので、社会的コンボイを検討する

必要がある。 Moen& Hemandez(2009)の社会的コンボイに関する研究につ

いての検討について概観する。

分析の方法についてみると、多くの社会科学は、ある時点での 2つ以上の変

数の関係を分析する。例えば、回帰分析などである。長所としては、興味があ

る変数とは関係の無い要素の効果を「統制すること」を可能にする。短所とし

て、人生は、孤立している変数としてではなく、相互に依存している社会シス

テムとしてつながっていることを無視する傾向がある。

第1の問題として、研究対象の個人が埋め込まれているのはどのような社会

的関係システムなのだろうか、ということがある。

関係性文脈の影響についてみてみると、ライフコース研究では、文脈におけ

る人生について理論化している。社会的コンボイは、その文脈の主要な部分で

ある。社会集団の中に個人を位置づける 2つの量的方法は、①階層線形モデ

リング「マルチレベル・モ(hierarchicallinear modeling) (HLM;デリングJ)、

②ネットワーク分析などがある。

第2の問題として、夫婦、家族、ネットワーク、または作業グループが、シ

ステム、あるいは個々人のゆるい集まりとして機能しているか、ということが

ある。このような問いにより、個人から、より上位レベルの単位へ関心がうつ

る。

方法論的な難点として、関係のある2人以上からの情報が統計的に独立して

いない、ということがある。真の関係性をあらわす変数を作成することによっ

て、乙の問題を避けることが可能である。例えば、差得点(例えば、夫の年齢

から妻の年齢をひいたもの)、比率(夫の給料によってわった妻の給料)、価値に
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基づく類型(例えば、配偶者両方が信心深い、夫だけ信心深い、妻だけ信心深

い、夫婦両方とも信心深くはない)などがある。

Elderは、ライフコース研究で重要なことは的確な疑問を尋ねる乙ととして

いる。興味のある現象が起こっているより大きい文脈を調べる。例えば、サン

プルの性質は何か、他のだれが影響を受けるのかなどである。このような「思

考実験Jによって、新しい疑問と予期していなかったパターンが発見できる。

「選択のバイアスJの可能性(関心をむけた特定の変数についての値が研究

されているサンプルの中にないこと)を考えるのは重要である。選択のバイア

スは、調査されるグループの中に入ったり外に出たりする人々の自己選択を反

映している。 例えば、個人は、結婚や離婚など、ある夫婦の中に入るか出る

かを彼ら自身が「選択する」。

また、時間を経て追跡したパネル・データも、だれがサンプルをやめるか、

だれがサンプルのままであるかによって、選択のバイアスがある。

利用可能な社会科学情報(データ)のほとんどは個人に関するものである。

しかし、関係性を理論的・分析的モデルにいれる 4つの方法は、(1)経時的

な関係性の人口統計的および歴史的な傾向に注目すること、 (2) ある人から

他の人へのクロスオーバーを調査すること、 (3)集団レベルの適応方略を理

論化して精査すること、 (4) トラジェクトリと移行を考慮すること、がある。

(1) リンクされた人生の経時的な人口統計学の研究については、経時的なト

レンドとして、その母集団における人口の様々な下位集団ごとの結婚率や出産

率を示す、国勢調査や他の時系列データをもちいている。

この方法で調査されることができるテーマは、結婚あるいは親になった平均

年齢、離婚率と再婚率、共稼ぎか片親家庭の割合などがある。余暇時間の量や

区分と同様に、有償労働と無償労働の男女による分担のトレンドの研究を可能

にする生活時間データである。

(2 )ダイナミックなクロスオーバー効果の研究については、クロスオーバ

ー効果の視点からみると、人生がリンクされているメカニズムは、特に明らか
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である。例えば、 Almeidaらは、ある世代(両親)から次の(子供)までのストレ

ス・クロスオーバーについて検討した。仕事における夫のコンフリクトの経験

が妻のストレスの経験に影響し、逆に妻のストレスが夫の仕事のコンフリクト

に影響するかどうか、についてデイリーダイアリ一法を用いた。 調査データ

を用いることでクロスオーバー効果を研究した。他の例としては、夫婦の片方

が年配の親類を世話するのに関わるとき、このことがクロスオーバーして配偶

者のウェルビーイングに影響するが、この影響は介護者が夫であるか妻である

かによって異なる。

(3 )適応の方略を研究については、家族レベルの適応方略の概念を組み込

む。例えば、失職、子どもの誕生のようなことが家庭に起こると、関係と役割

はどのように変化するだろうか。雇用に関する決定は、様々な夫婦レベルの適

応方略の 1つの例を提供している。 適応方略を研究する有益な方法の 1つは、

配偶者の行動を、回答者自身の行動の予測要因であると考えることである。例

えば、子育てをしている家族では、一方の親が仕事で多く旅行することは、も

う一方の親はそのような旅行が少なくなることを予測している。

(4)時間とともに発展するトラジェクトリと移行としての人生については、

Bronfenbrenne & Crouter (1983)は、人だけではなく文脈も、発達のコース

を経験するとしている。リンクされた人生にライフコース的な関心をむけるこ

とによって、ジェンダーがさまざまな形で影響を及ぼしている方法を明らかに

することができる。例えば、家族の世話の調整、配偶者の相互作用、勢力関係、

仕事・家庭のコンフリクトと向上、夫婦の共同の退職計画と移行、病気で虚弱

な親類の介護などがある。

研究技法の適用可能性を考慮すると、リ ンクされた人生として，社会の中の

個人を把握する社会的コンボイの主な技法は，ライフコース研究者にとって有

用なものとなるだろう。「個人を社会の中に埋め込む」という社会的コンボイ

による視点によって、 実際に生じている現象に限りなく近いデータの提供が期

待される。
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2-3 社会的コンポイと自律性の関係

自律性 (autonomy)を動機づけの立場から考慮するときに、自己決定理論

(Self determination theory; SDT)が重要な示唆を与える。

DeciとRyanが中心になってSDTにおいては、主な4つの下位理論が提案され

ている。認知的評価理論(Cognitiveevalution theory; CET， Deci， 1975; 

Deci & Ryan， 1980)、生体的統合理論 (Organismicintegration theory; 

OIT， Deci & Ryan， 1985a; Ryan & Connell， 1989)、因果オリエンテーショ

ン理論 (Causalityorientations theory; COT， Deci & Ryan， 1985b)、基本

的欲求理論 (Basicneeds theory; BNT， Ryan & Deci， 2000)である。

SDTのなかでも、 Deci& Ryan(1985a)は、学習における動機づけを自己決

定の程度の高いものから、内発的動機づけ (intrinsicmotivation)、同一化的

調整 (identifiedregulation)、取り入れ的調整(introjectedregulation)、

外的調整 (externalregulation)、無力状態 (amotivation)の順序で連続性

のあるものとして提唱し、「自律性」あるいは「自己決定Jを動機づけのパラ

ダイムに組み込んで、「内発的動機づけJ と同義であるとした。後に

Vallerand & Bissonnette (1992)は同一化的調整より高い外的動機づけとし

て統合的調整 (integratedregulation)があるとした。

SDTは、欲求 (need)は生理的欲求と基本的心理欲求 (basicpsychologi-

cal needs)に分類される。さらに基本的心理欲求は生得的なもので、自律性

の欲求 (needfor autonomy) ・有能さの欲求(needfor competence)・関係

性の欲求(needfor relatedness)があり、これらの欲求の充足がウェルビーイ

ング (well-being)を高めるとした。もしこれらの欲求が満たされない場合は、

イルビーイング (ill-being) になる。とのような仮説は、基本的欲求理論

(Basic needs theory; BNT)と呼ばれたSDTの下位理論において解説されて

いる。現在では、基本的心理欲求から目標内容理論が派生し、基本的心理欲求

理論 (BasicPsychological Needs Theory; BPNT)と名称が改められた。

したがって、動機づけのパラダイムの観点、からみても、ライフコースを形成

113 



する際に、自律性や有能さへの欲求等の個人に帰する属性のみならず、社会的

コンボイがウェルビーイングを導く重要な要因なのである。自己決定しており、

有能さを感じていたとしても、質の高い関係性がない限り、達成だけではなく、

精神的健康を促進するととは困難なのである。社会的コンボイと自律性の関係、

すなわち、集団の働きかけと個人の心理状態の相互作用について、今後のさら

なる実践的研究が望まれる。
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